
地
域
の
活
性
化
目
指
す

北条北条

島しょ部島しょ部

　

北
条
地
域
は
、
河
野
氏
の
歴
史
や
豊
か
な
自

然
、
鹿
島
や
花
へ
ん
ろ
な
ど
昭
和
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
魅
力
あ
る
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
鹿
島
渡

船
利
用
者
数

の
減
少
、
商

店
街
の
空
き

店
舗
の
増
加

な
ど
、
か
つ

て
の
賑
わ
い

が
薄
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、

こ
う
し
た
資

源
の
活
用
や

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、

北
条
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

○
昨
年
度
ま
と
め
た
中
間
報
告
を

基
に
、
学
識
経
験
者
や
商
工
関
係

者
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
構
想
を
策
定
し
ま

す
。

○
「
中
核
エ
リ
ア
」
の
鹿
島
や
Ｊ

Ｒ
北
条
駅
前
通
り
周
辺
で
活
性
化

に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

※
「
風
早
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想
〜

中
間
報
告
〜
」は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

本
市
島
し
ょ
部
は
、
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文

化
な
ど
多
く
の
地
域
資
源
を
有
す
る
魅
力
あ
る

地
域
で
す
が
、
近
年
は
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る

か
ん
き
つ
栽

培
や
漁
業
の

不
振
な
ど
に

よ
り
、
過
疎

化
・
少
子
高

齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
住

民
、自
治
会
、

企
業
、
行
政

が
連
携
し
て
、

島
し
ょ
部
の
持
続
的
発
展
と
活
性

化
に
つ
な
げ
、
島
の
人
は
暮
ら
し

や
す
く
、
島
以
外
の
人
に
は
住
み

た
い
・
訪
れ
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
島
の
人
が
通
院
な
ど
で
定
期
船

を
利
用
し
た
場
合
に
補
助

○
農
園
と
居
住
機
能
を
持
つ
滞
在
型

交
流
施
設
の
整
備
に
向
け
た
調
査

○
島
の
活
性
化
を
担
う
人
材
育
成

※
そ
の
他
、
具
体
的
な
実
施
内
容

な
ど
を
実
施
計
画
と
し
て
、
24
年

度
中
に
ま
と
め
ま
す
。「
愛
ラ
ン

ド
里
島
構
想
」は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

市
長
公
約
の
柱
の
一
つ 

„
「
誇
れ
る
」
地
域
の
宝
を
磨
き
笑
顔
に
＂
の
主
要
施
策
「
風
早
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想
」
と
「
愛
ラ

ン
ド
里
島
構
想
」。
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
北
条
地
域
で
は
風
早
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想
の
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
島
し
ょ

部
で
は
愛
ラ
ン
ド
里
島
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

昭和30年代、多くの人で賑わっていた鹿島

島の観光宣伝大使「しまぼう」

北
条
地
域
の
現
状

背
景
と
目
的

平
成
24
年
度
の
主
な
取
り
組
み

平
成
24
年
度
の
主
な
取
り
組
み

昭
和
の
賑
わ
い

を
求
め
て

風
早
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想

に
ぎ

島
し
ょ
部
の

活
性
化
へ

愛
ラ
ン
ド
里
島
構
想

り

と
う

風早レトロタウン構想の概略（平成24年度末策定）

風早レトロタウン構想は

「再生」「継承」「創造」の３つの視点で
北条地域の活性化を目指します。

中核エリアのスローガン

２つのエリア

•「Re鹿島」……………

•中核エリア……鹿島とJR北条駅前通り周辺
•広域エリア……中核エリア以外の北条地域

多くの人が集まり賑わいがあった
かつての鹿島にしよう

•「期待をカタチに」… JR北条駅前通りに「訪れたい」と
思えるきっかけをつくろう

継承
先人から受け継いだ
「地域の宝」を
次世代に引き継ぐ

再生
かつて輝いていた
「地域の宝」を
甦らせる

創造
歴史・風土を活かして
新しい「地域の宝」を
生み出す

（平成24～33年度）愛ランド里島構想の概略

島びとが活き活きと輝く笑顔あふれる里の島目指す
将来像

さと

島しょ部の課題

海上交通、台風・高潮・浸水、医療体制・医療サービス・救急活動体制、
避難所、農業・漁業振興、定住の促進、高齢化など

解 決

推 進

産

　
　
　業

環

　
　
　境

地

　
　
　域

教
育
や
文
化

福

　
　
　祉

海上交通の利便性向上
安全で安心な島づくり
人材の育成
産物の販売促進

定住促進
里島ツーリズム推進
里島ブランドの確立
未利用施設の利活用

暮らしやすい島

５つの基本政策 重点プロジェクト

市民の第二のふるさと

が
輝く笑顔あふれる里の島

　

垣
生
小
の
校
訓
「
考
え
る
」
は
、

校
区
の
先
人
で
伊
予
絣か

す
り

の
考
案

者
・
鍵か

ぎ

谷や

カ
ナ
の
生
き
方
か
ら
学

ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
俳
句
の
里

と
し
て
も
知
ら
れ
、
村
上
霽せ

い

月げ
つ

や

石
田
波は

郷き
ょ
う

ら
を
輩
出
し
た
地
域

の
特
性
を
生
か
し
、「
自
ら
を
鍛

え 

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る 

垣
生
っ
子
の
育
成
」
を
目
標

に
日
々
、
教
育
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

鍵
谷
祭
記
念
な
か
よ
し
集
会
・

縦
割
り
班
結
成
式

　

毎
年
５
月
28
日
に
は
、
カ
ナ
の

命
日
に
ち
な
み
、
校
区
を
挙
げ
て

鍵
谷
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
垣
生

小
で
も
、
カ
ナ
や
地
域
に
親
し
む

活
動
を
通
し
て
垣
生
校
区
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
垣
生
っ
子
と
し

て
の
連
帯
感
を
養
お
う
と
、
俳
句

大
会
と
縦
割
り
班
で
の
校
区
巡
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
と
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
交
流

　

さ
ら
に
昨
年
度
は
「
垣
生
小
・

中
学
校
一
貫
教
育
」
の
研
究
指
定

を
受
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
垣
生
中
生
徒
と
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
中
学

生
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
は
、
小

学
生
に
と
っ
て
行
っ
た
こ
と
の
な

い
場
所
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が

で
き
、
児
童
・
生
徒
間
の
双
方
向

の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
児
童
に
と
っ

て
、
校
区
の
素
晴
ら
し
さ
と
先
人

（
先
輩
）
の
思
い
や
気
持
ち
に
つ

い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
校
区
の
先
人
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
垣
生
っ
子
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
垣
生
を
誇
り
に
思
う
、

一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

第19回 垣生小学校
児童数　男414人・女394人・計808人

（平成24年４月１日現在）

松
山
っ
子
の
声

（
平
成
23
年
度
当
時
）

　

結
成
式
ま
で
１
～
５
年
生
を

一
生
懸
命
教
え
に
行
き
、
本
番

で
一
番
大
き
な
声
が
み
ん
な
出

せ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。	

（
６
年
男
子
）

垣
生
校
区
の
先
人
（
先
輩
）
に
学
ぶ

校訓「考える」

校区巡り鍵谷堂コース

　お問い合わせは、企画政策課☎948−6816・
�934−1804へ

　お問い合わせは、坂の上の雲まちづくりチーム
☎948−6991・�934−1804へ
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